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新年のご挨拶
入ってよかった！収入保険
共済事業のお知らせ
撮れたて！地域の農業者の笑顔と元気をお届けします
● 今回の表紙
● プレゼントクイズ
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収
入
保
険
の
役
割

感
染
拡
大
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
９
月
中
旬
か
ら
収
束
に

向
か
い
、
９
月
末
日
を
も
っ
て
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
６
月
か
ら
集
団
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
で
き
る
体
制
が
整
い
、
あ
ら
ゆ
る
年

齢
層
の
国
民
に
接
種
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
効
果
の
現
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
今
日
ま
で
全
国
的
な
感
染
者
数

は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
落
ち
着
い
て
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
世
界
の
コ
ロ
ナ
感

染
現
状
を
見
ま
す
と
、
国
は
、
第
６
波

に
備
え
る
準
備
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
共
済
職
員
は
、
県
内
各
Ｊ
Ａ
の
ご
理

解
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
ま

で
感
染
者
が
一
人
も
出
て
い
な
い
こ
と

は
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
来
年
に
向
け
て
の
最
大

の
事
業
目
標
は
、
収
入
保
険
で
国
か
ら

示
さ
れ
た
１
４
５
０
経
営
体
加
入
を
必

達
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
の
推
進
に
向
け
て
、
昨
年

第
５
回
岐
阜
県
議
会
に
於
い
て
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に

よ
る
農
業
収
入
の
減
少
と
い
っ
た
経
営

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
１
月
、
国
内
初
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
感
染
者
を

確
認
、
以
来
国
内
の
感
染
拡
大
に
よ
り

学
校
の
臨
時
休
業
を
は
じ
め
、
国
民
の

日
常
活
動
、
経
済
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
活
動
等
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
昨
年
７
月
上
旬
か
ら
の
第
５
波
の 乗用草刈り機で作業をする岩井組合長

リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
収
入

保
険
に
加
入
す
る
農
業
者
の
保
険
料
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
加

入
を
促
進
す
る
」
と
い
う
趣
旨
で
、
２

千
万
円
の
補
助
金
を
決
議
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
岐
阜
県
か
ら
収
入
保
険

に
新
規
加
入
す
る
農
業
者
の
保
険
料
の

一
部
を
助
成
し
て
頂
く
こ
と
は
、
保
険

加
入
を
促
進
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、
県
の
配

慮
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
同
様
の
趣
旨

で
県
内
の
６
市
（
大
垣
市
、
中
津
川
市
、

恵
那
市
、
山
県
市
、
郡
上
市
、
海
津
市
）

４
町
（
神
戸
町
、
輪
之
内
町
、
安
八
町
、

富
加
町
）
さ
ら
に
「
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
」

か
ら
も
多
額
の
ご
支
援
を
頂
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
価
格
下
落
な
ど
に
対
し
、
農
業

経
営
の
再
建
に
向
け
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
「
す
べ
て
の
農
家
に
『
備
え
』

の
種
を
届
け
よ
う
」
を
運
動
目
標
に
頑

張
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岩
井
豊
太
郎

岐
阜
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事
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青
色
申
告

青
色
申
告

始
め
よ
う
！

に
樹
高
を
３
㍍
程
度
に
仕
立
て
、
よ

り
日
光
を
浴
び
や
す
く
風
と
お
し
を

良
く
す
る
こ
と
で
、
病
気
が
少
な
く

大
粒
で
お
い
し
い
栗
が
で
き
る
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
は
凍
害
で
木
の
３
割
が
枯

れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
同
社
は
、

「
天
候
が
相
手
な
の
で
計
画
ど
お
り
に

い
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
常
に
リ
ス

ク
と
隣
り
合
わ
せ
。
安
心
し
て
生
産

し
た
い
」
と
収
入
保
険
に
加
入
し
ま

し
た
。

　
目
標
は
年
間
50
㌧
を
収
穫
し
、
経

営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
だ
と
鈴
村
さ

▲「恵那の栗を全国に届けたい」と話す鈴村さん

▲栗選果場での選果作業

▲栗拾いの様子

　
同
社
が
栽
培
す
る
岐
阜
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
「
え
な
宝
来
」
や
「
え
な

宝
月
」
は
粉
質
で
黄
色
の
実
が
甘
み
・

香
り
に
優
れ
て
お
り
、「
栗
き
ん
と
ん
」

に
最
適
と
話
す
鈴
村
さ
ん
。

　
標
高
１
１
２
８
㍍
の
笠
置
山
の
中

腹
に
あ
る
同
社
の
栗
園
は
、
日
当
た

り
が
よ
く
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い

た
め
、
夜
に
使
う
栄
養
が
抑
え
ら
れ
、

多
く
の
栄
養
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。さ
ら

ん
。「
安
定
し
た
生
産
量
・
販
売
量
を

確
保
し
、
恵
那
の
栗
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

地
元
で
生
活
し
て
い
く
若
い
人
や
後

継
者
が
増
え
て
い
け
ば
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。

Ｑ
　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
い
の

で
す
が
、
加
入
条
件
は
？

Ａ
　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
に
は

少
な
く
と
も
直
近
１
年
分
の
青

色
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
現
在
青
色
申
告
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
で
も
間
に

合
う
の
？

Ａ
　
令
和
４
年
分
の
申
告
を
行
う

た
め
に
は
令
和
４
年
３
月
15
日

ま
で
に
所
轄
の
税
務
署
に
「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
最
短
で
令
和

６
年
の
収
入
保
険
に
加
入
が
で

き
ま
す
。

「
栗
き
ん
と
ん
」
に
最
適

安
心
し
て
生
産
す
る
た
め

収
入
保
険
に
加
入

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

株
式
会
社
え
な
笠
置
山
栗
園

　
　
　
　（
恵
那
市
中
野
方
町
）

代
表
取
締
役

　
　鈴
村
　猛
さ
ん
（72）

株
式
会
社
え
な
笠
置
山
栗
園

　
　
　
　（
恵
那
市
中
野
方
町
）

代
表
取
締
役

　
　鈴
村
　猛
さ
ん
（72）

か
さ
ぎ
や
ま

か
さ
ぎ
や
ま

た
け
る

た
け
る

（
株
）え
な
笠
置
山
栗
園
は
恵
那
市
中
野
方
町
で
約
20
㌶
に
お
よ
そ
６
５
０
０
本
の
栗
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
栗
は
、
東
濃
を
代
表
す
る
栗
菓
子
「
栗
き
ん
と
ん
」
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
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米の全量をJA等の乾燥調製施設に
搬入している方におススメ
　→ページ上段をご覧ください

令
和
４
年
産
か
ら
水
稲
共
済
が
変
わ
り
ま
す
！

水
稲
共
済

① 全相殺方式

全相殺以外の方におススメ
→ページ下段をご覧ください

② 地域インデックス方式 耕
地
ご
と
の
収
穫
量
を
補
償
す
る
一
筆
方
式
が
令
和
３
年
産
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
お
ス
ス
メ
す
る
令
和
４
年
産
水
稲
共
済
の
引
受
方
式
を
紹
介
し
ま
す
。

①
全
相
殺
方
式

●

補
償
の
内
容

　
農
家
の
平
年
収
穫
量
の

最
高
９
割
を
補
償

●
掛
金
の
目
安

１０
㌃
当
た
り
１
８
９
円

（
実
際
は
個
人
ご
と
の
危
険
段
階
掛
金
率
を
使
用
し
ま
す
）

●
明
確
な
損
害
評
価

　
客
観
的
な
資
料
で
収
穫
量
を
把
握
す
る
の
で

　
実
態
に
合
っ
た
補
償
が
可
能
で
す

●
共
済
金
の
支
払
い

農
家
の
収
穫
量
が
１
割
を
超
え
て
減
収
が

あ
っ
た
場
合
に
共
済
金
を

お
支
払
い
し
ま
す

●

全
相
殺
方
式
の
加
入
要
件

　
収
穫
し
た
米
の
全
量
の
乾
燥
調
製
を
Ｊ
Ａ
や

他
の
農
業
者
又
は
籾
す
り
業
者
へ
委
託
し
、
計

量
結
果
等
の
デ
ー
タ
が
把
握
で
き
る
農
家

※

乾
燥
調
製
を
ご
自
身
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
客
観
的

な
収
穫
量
デ
ー
タ
・
資
料
等
が
と
れ
な
い
場
合
は
全

相
殺
方
式
に
加
入
で
き
ま
せ
ん（
②
の
地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
）

②
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

●

補
償
の
内
容

市
町
村
ご
と
の
農
林
水
産
統
計
単
収
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
平
年
単
収
の
最
高
９
割
を
補
償

●
掛
金
の
目
安

１０
㌃
当
た
り
94
円

●
共
済
金
の
支
払
い

統
計
単
収
が
平
年
の
１
割
を
超
え
て
減
収
と

な
っ
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す

※

個
人
の
被
害
状
況
で
お
支
払
い
す
る
方
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※

飼
料
用
米
は
、
統
計
単
収
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」に
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

令和４年産から

一筆方式がなく

なるって!?

僕は自分で乾燥調製を

やっているから

②の地域インデックス

方式だね！

一筆方式が無く

なってもNOSAIが

おススメする引受

方式があるよ！

一筆方式に加入

していたけど、今年も

水稲共済に入れるの

かなぁ？

私はＪＡにお願い

しているから①の

全相殺方式

に入れるね！

今年も安心だね！

よろしく

ノーサイくん！

少ない掛金で大きな安心！

災害に備えて

水稲共済への加入を

おススメします！

地域インデックス方式は

掛金が安いね！

でも耕地ごとの大きな被害は

補償されないの？

一筆半損特約が
付加されます！

「一筆半損特約」の付加で、

耕地ごとに５割以上の被害が
出た場合に補償の対象になるよ！

「一筆半損特約」で
さらに安心だね！

①全相殺

②地域　
インデックス

農家ごと

農家ごと

JA等の
収穫量証明

なし

９割

９割

農家の
収穫量が

１割を超えて
減少

市町村統計
単収が

１割を超えて
減少

JA等の
乾燥調製

資料

市町村
統計単収

189円

94円 
（一筆半損特約含む）

方　式 加入単位 加入要件 最高補償
割合 支払要件 評価方法 掛金の目安 

（10a当り）

※掛金の目安に賦課金は含まれておりません
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方
式

●

補
償
の
内
容

市
町
村
ご
と
の
農
林
水
産
統
計
単
収
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
平
年
単
収
の
最
高
９
割
を
補
償

●
掛
金
の
目
安

１０
㌃
当
た
り
94
円

●
共
済
金
の
支
払
い

統
計
単
収
が
平
年
の
１
割
を
超
え
て
減
収
と

な
っ
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す

※

個
人
の
被
害
状
況
で
お
支
払
い
す
る
方
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※

飼
料
用
米
は
、
統
計
単
収
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」に
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

令和４年産から

一筆方式がなく

なるって!?

僕は自分で乾燥調製を

やっているから

②の地域インデックス

方式だね！

一筆方式が無く

なってもNOSAIが

おススメする引受

方式があるよ！

一筆方式に加入

していたけど、今年も

水稲共済に入れるの

かなぁ？

私はＪＡにお願い

しているから①の

全相殺方式

に入れるね！

今年も安心だね！

よろしく

ノーサイくん！

少ない掛金で大きな安心！

災害に備えて

水稲共済への加入を

おススメします！

地域インデックス方式は

掛金が安いね！

でも耕地ごとの大きな被害は

補償されないの？

一筆半損特約が
付加されます！
一筆半損特約

「一筆半損特約」の付加で、

耕地ごとに５割以上の被害が
出た場合に補償の対象になるよ！

「一筆半損特約」で
さらに安心だね！

①全相殺

②地域　
インデックス

農家ごと

農家ごと

JA等の
収穫量証明

なし

９割

９割

農家の
収穫量が

１割を超えて
減少

市町村統計
単収が

１割を超えて
減少

JA等の
乾燥調製

資料

市町村
統計単収

189円

94円 
（一筆半損特約含む）

方　式 加入単位 加入要件 最高補償
割合 支払要件 評価方法 掛金の目安 

（10a当り）

※掛金の目安に賦課金は含まれておりません
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の
つ
づ
き

白
色
申
告
書
類

白
色
申
告
書
類

　
　
　
　
　
　
　
で

全
相
殺
方
式
加
入
を
検
討

水
稲
共
済

① 収支内訳書（表面）：税申告書類

② 収入金額の明細（①の裏面）：税申告書類

③ 農作物の収穫に関する事項を記載した帳簿：税申告書類

　
今
後
、
ど
な
た
で
も
全
相
殺
方
式
に
加
入
い
た
だ
け
る

よ
う「
白
色
申
告
」の
関
係
書
類
を
も
と
に
収
穫
量
を
確
認

し
、
引
受
を
行
う
方
法
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い

ま
す
。

白
色
申
告
書
お
よ
び
農
作
物
の
収
穫
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
に
よ
り
収
穫
量
を
確
認

で
き
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
左
記
の
①
〜
③
の
書
類
の
全
て
が
提
出
で
き
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

（
原
則
、
過
去
５
か
年
分
）

　
ま
た
別
途「
販
売
金
額
等
の
品
目
別
内
訳
書（
N
O
S
A
I

様
式
）※

」を
提
出
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

※

品
目
別（
う
る
ち
米
、
も
ち
米
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
ご

と
）に
販
売
収
入
、
事
業
消
費（
家
事
消
費
）、
廃
棄
又
は

亡
失
、
期
末
期
首
棚
卸
高
に
区
分
し
金
額
・
数
量
を
記
載

し
た
書
類

加
入
要
件

自分で乾燥調製を

やっているけど

実績で評価される全相殺

方式に入りたいなぁ

「白色申告」の

関係書類で全相殺方式

に加入できるようになるよ！

下の①～③の書類が

必要だよ！

予告
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冬
期
間
か
ら
春
先
の
急
な

大
雪
や
暴
風
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
最
新
の
気

象
情
報
を
チ
ェッ
ク
し
て
い
ま

す
か
？

　
左
の
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用

し
、
融
雪
の
準
備
や
補
強
対

策
、
雪
の
滑
落
促
進
へ
の
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
園
芸
施
設
共
済
は
自
然
災

害
等
に
よ
り
農
業
用
ハ
ウ
ス

が
損
壊
し
た
場
合
に
補
償
し

ま
す
。
今
ま
で
被
害
が
な
く

て
も
、
自
然
災
害
は
ど
こ
に

で
も
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
経
営
安
定
の
た
め

園
芸
施
設
共
済
が
農
業
用
ハ

ウ
ス
を
手
厚
く
守
り
ま
す
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
を

　令和２年12月、大雪でハ
ウス１棟が全壊しました。
　「共済に入っていて再建の
助けになった」と、更なる補
償の充実のため、付保割合
追加特約、復旧費用、小損
害不填補特約１万円コースに
加入しています。
　「これで、また被害にあっ
ても、手厚い補償が受けられるようになったので安
心です。今後ハウスを増やし、おいしいシイタケを
皆さんに食べてもらいたい」と意欲を燃やしてい
ます。

　「充実の補償で安心して農
業に集中できます」と話す横
幕さん。ハウス５棟でニンジ
ン、カブなど、露地野菜５㌶、
水稲２０㌃を栽培しています。
経営安定のため品目を増

やすなど努力してきました
が、市場価格の下落や病気
などの収入減少のリスクに対

応するため、作物は収入保険、ハウスは園芸施設
共済へ加入し、台風や大雪などの被害にも備えて
います。「異常気象による災害が猛威をふるってい
るので、万が一の時には頼りにしている」と話します。

山県市小倉
舩戸貴大さん (33）

加茂郡坂祝町
横幕哲志さん (36）

　「近年は異常気象が常態化
してきたので、園芸施設共
済には必ず加入しておかなけ
ればならないですね」と話す
中家さん。ハウス51棟でト
マトを栽培しています。
　令和２年12月の雪害でハ
ウス５棟が全壊してしまいま
した。「共済に加入していた
おかげでとても助かりまし

た。全額自己負担で建て直すことを思えば、大変
ありがたい」と話します。
　抗酸化作用の高いトマトを栽培しており、園芸施
設共済加入という安心を胸に今日も精力的に取り組
んでいます。

高山市丹生川町
中家重彦さん (56）

雪で押しつぶされたハウス

詳しい補償内容や園芸施設共済の見積りなどについて
は、お近くのNOSAIまでお気軽にお問い合わせください。

園
芸
施
設
共
済

令和２年度事故原因の
８割超が風害と雪害です！
加入はお早目に！

令和2年度
事故原因事故原因

風害
55.4%55.4%

雪害雪害
30.4%

その他
14.2％

令和2年度
事故原因

風害
55.4%

雪害
30.4%

その他
14.2％

降雪前の補強・雪の滑落促進のチェック表

№ 点検項目 ✓
チェック

① 筋交いなどの止め金具に緩みがないか

② 基礎部、接続部分、谷の樋・柱に腐食・
サビがないか

③ 谷樋や排水路、ハウスの際などの残雪
やゴミを取り除いたか

④ 中柱をたてるなど応急的な補強はした
か

⑤ 作物を栽培していない被覆期間以外は
被覆材を外したか

⑥ 被覆材の表面に雪の滑落を妨げるよう
な突出物はないか

⑦ 雪の滑落を妨げる遮光資材などを張っ
ていないか
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世
界
遺
産
の
白
川

郷
合
掌
造
り
が
有
名

な
大
野
郡
白
川
村
で

唯
一
の
専
業
農
家
、

大
田
フ
ァ
ー
ム
の
大

田
剛
之
さ
ん
、
妙
子

さ
ん
夫
妻
。
水
稲
・

に
ん
に
く
、
そ
ば
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

を
栽
培
し
、
加
工
品

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

大
田
フ
ァ
ー
ム
で

は
２
０
２
１
年
９
月

に
同
フ
ァ
ー
ム
の
ブ

ラ
ン
ド
米
「
戸
ヶ

野
の
こ
し
ひ
か
り
」

１
０
０
％
の
甘
酒
を

発
売
し
ま
し
た
。
地

元
酒
造
会
社
に
依
頼

し
、
米
こ
う
じ
に
も

同
じ
米
を
使
う
な
ど
、

２
年
を
か
け
て
完
成

し
ま
し
た
。

　
原
料
と
な
る
「
戸
ヶ

野
の
こ
し
ひ
か
り
」
は
、

剛
之
さ
ん
が
「
白
川
郷

か
ら
世
界
一
お
い
し
い

お
米
を
作
る
」
を
目
標

と
し
て
、
肥
料
や
堆
肥

に
こ
だ
わ
り
、
２
０
２
０

年
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

受
賞
し
、
東
洋
ラ
イ
ス

（
株
）
が
販
売
す
る
世

界
最
高
米
の
原
料
米
に

も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
甘
酒
は
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
で
甘
っ
た
る
さ

が
な
く
、
ス
ッ
キ
リ
し

た
味
で
ご
く
ご
く
飲
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

供
さ
ん
で
も
飲
ん
で
い

た
だ
け
る
味
で
す
」
と

妙
子
さ
ん
は
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
す
。

　
８
年
前
に
神
奈
川
県

か
ら
移
住
し
て
き
た
松

本
さ
ん
夫
妻
と
深
澤
さ

ん
。
新
規
就
農
者
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
姿

勢
と
、
住
民
の
温
か
さ

に
感
動
し
て
移
住
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
郡
上
ト
マ
ト
の
学
校

で
ハ
ウ
ス
栽
培
を
勉
強

し
、
３
年
前
に
石
徹
白

で
「
農
園tete

」
を
始

め
、
就
農
し
ま
し
た
。

　
就
農
当
初
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
等
も
あ
り
栽

培
が
思
う
よ
う
に
い
か

ず
苦
労
し
た
そ
う
で
す

が
、試
行
錯
誤
の
結
果
、

最
近
で
は
安
定
し
た
栽

培
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　「
使
用
す
る
農
薬
を
な

る
べ
く
少
な
く
し
、
品

種
や
完
熟
取
り
に
こ
だ

わ
っ
た
甘
い
ト
マ
ト
が

自
慢
で
す
」
と
話
す
松

本
さ
ん
。
主
に
直
売
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

購
入
者
か
ら
の
評
判
も

良
い
そ
う
で
す
。

　「
今
後
は
ト
マ
ト
栽
培

の
規
模
を
増
や
す
だ
け

で
な
く
、
に
ん
に
く
等

の
栽
培
に
も
挑
戦
し
た

い
で
す
。
い
ず
れ
は
出

身
地
の
神
奈
川
県
で
も

ト
マ
ト
を
販
売
す
る
の

が
夢
で
す
」
と
将
来
の

展
望
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
中
津
川
市
加
子
母

で
シ
ク
ラ
メ
ン
を
栽

培
し
て
い
る
三
浦
綱

彦
さ
ん
。
冬
は
シ
ク

ラ
メ
ン
、
春
は
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
主
に
、

様
々
な
種
類
の
花
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
就
農
し
て
26
年
。

当
初
は
花
と
ト
マ
ト

を
同
時
に
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
、
20
年

前
か
ら
花
一
本
に
注

力
し
、
現
在
で
は
ハ

ウ
ス
約
37
㌃
の
中
に

赤
や
白
、
桃
色
な
ど

色
鮮
や
か
な
花
々
が

咲
い
て
い
ま
す
。

　「
食
べ
物
と
違
い
、

花
は
鑑
賞
す
る
も
の
。

見
る
人
に
綺
麗
だ
な

と
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
出
荷
時
の
花

の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
三

浦
さ
ん
。
全
て
の
工
程

に
お
い
て
「
適
期
」
に

行
う
こ
と
が
大
切
と
言

い
、
丁
寧
に
作
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　「
出
荷
前
の
葉
組
み
ひ

と
つ
に
と
っ
て
も
、
経

験
を
積
む
こ
と
で
花
の

見
栄
え
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
」
と
話
す
と
お
り
、

よ
り
綺
麗
に
見
せ
る
た

め
に
は
長
年
の
経
験
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
一
鉢
一
鉢
丁
寧
な
作

業
で
育
ま
れ
た
シ
ク
ラ

メ
ン
は
、
中
京
圏
、
関

西
圏
を
中
心
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

http://m
asudanouen.net

四季を感じる旬の食材を届けたい

　「
何
事
も
日
々
勉
強
。

楽
し
く
作
業
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
揖
斐
郡
池

田
町
の
野
網
豪
さ
ん
。

水
稲
や
小
麦
、
大
豆
、

野
菜
を
栽
培
す
る
就
農

２
年
目
の
新
規
就
農
者

で
す
。

　
以
前
は
輸
入
雑
貨
店

に
勤
務
し
、
海
外
を
旅

す
る
う
ち
に
、
自
然
に

接
す
る
仕
事
に
憧
れ
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
人
生
の
中
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
は
、

そ
ん
な
に
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
家
族
が
営

む
農
業
を
手
伝
う
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
就
農

の
き
っ
か
け
で
す
。

■揖斐郡池田町

　「
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な

い
事
だ
ら
け
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
基
礎
を
学

び
た
い
」
と
今
年
か
ら

キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

の
栽
培
も
手
掛
け
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
は
「
家

族
や
友
人
、
多
く
の
消

費
者
の
方
に
、
四
季
を

感
じ
ら
れ
る
旬
の
食
材

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
を
目
指

す
野
網
さ
ん
の
今
後
に

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

地域の温かさに感動 交流を励みに

１鉢１鉢に思いを込めて
　　　こだわりのシクラメン

■ますだ農園（中津川市加子母）

トマト30 ㌃
■農園tete（郡上市白鳥町石徹白）

松本 将太朗さん（39）、  優香さん（39）、  深澤 柔さん（32）

シクラメン、カーネーションなど 37 ㌃ 三浦 綱彦さん（66）

水稲 6 ㌶ 、 小麦 3 ㌶ 、 大豆 2 ㌶ 、 
野菜 （キャベツ ・ ブロッコリーなど） 50 ㌃ 野網  豪さん（39）

■大田ファーム(大野郡白川村)
水稲 370 ㌃、にんにく 20 ㌃、そば 16 ㌃、ブロッコリー 26 ㌃など

大田 剛之さん（48）、  妙子さん（41）
おお た たか ゆきまつ もと  しょう た ろう ゆ か ふか ざわ にゅう たえ こ

▲「新しいチャレンジを続けたい」
　と話す野網さん

▲「もっとおいしい米づくりをしたいです。
　毎年挑戦です」と話す大田さん夫妻

▲「出荷時のイメージを大切にしています」
　と三浦さん

▲左から将太朗さん、杏ちゃん、
　優香さん、深澤さん

▲出荷を待つ色とりどりのシクラメン

▲こだわりの完熟トマト

スッキリとした味わい 白川村産米の甘酒

▲

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
JR
岐
阜

駅
、
白
川
村
内
の
道
の
駅
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す

▲

生
育
中
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

の あみ ごう

農園 tete の
ホームページ

み うら つな ひこ

と元気をお届けします！地域の農業者の笑顔撮れた
て！
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遺
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白
川

郷
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名
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郡
白
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村
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唯
一
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専
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農
家
、

大
田
フ
ァ
ー
ム
の
大

田
剛
之
さ
ん
、
妙
子

さ
ん
夫
妻
。
水
稲
・

に
ん
に
く
、
そ
ば
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

を
栽
培
し
、
加
工
品

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

大
田
フ
ァ
ー
ム
で

は
２
０
２
１
年
９
月

に
同
フ
ァ
ー
ム
の
ブ

ラ
ン
ド
米
「
戸
ヶ

野
の
こ
し
ひ
か
り
」

１
０
０
％
の
甘
酒
を

発
売
し
ま
し
た
。
地

元
酒
造
会
社
に
依
頼

し
、
米
こ
う
じ
に
も

同
じ
米
を
使
う
な
ど
、

２
年
を
か
け
て
完
成

し
ま
し
た
。

　
原
料
と
な
る
「
戸
ヶ

野
の
こ
し
ひ
か
り
」
は
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剛
之
さ
ん
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白
川
郷

か
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世
界
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い
し
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米
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作
る
」
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標
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て
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肥
料
や
堆
肥
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わ
り
、
２
０
２
０

年
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

受
賞
し
、
東
洋
ラ
イ
ス

（
株
）
が
販
売
す
る
世

界
最
高
米
の
原
料
米
に

も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
甘
酒
は
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
で
甘
っ
た
る
さ

が
な
く
、
ス
ッ
キ
リ
し

た
味
で
ご
く
ご
く
飲
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

供
さ
ん
で
も
飲
ん
で
い

た
だ
け
る
味
で
す
」
と

妙
子
さ
ん
は
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
す
。

　
８
年
前
に
神
奈
川
県

か
ら
移
住
し
て
き
た
松

本
さ
ん
夫
妻
と
深
澤
さ

ん
。
新
規
就
農
者
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
姿

勢
と
、
住
民
の
温
か
さ

に
感
動
し
て
移
住
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
郡
上
ト
マ
ト
の
学
校

で
ハ
ウ
ス
栽
培
を
勉
強

し
、
３
年
前
に
石
徹
白

で
「
農
園tete
」
を
始

め
、
就
農
し
ま
し
た
。

　
就
農
当
初
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
等
も
あ
り
栽

培
が
思
う
よ
う
に
い
か

ず
苦
労
し
た
そ
う
で
す

が
、試
行
錯
誤
の
結
果
、

最
近
で
は
安
定
し
た
栽

培
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　「
使
用
す
る
農
薬
を
な

る
べ
く
少
な
く
し
、
品

種
や
完
熟
取
り
に
こ
だ

わ
っ
た
甘
い
ト
マ
ト
が

自
慢
で
す
」
と
話
す
松

本
さ
ん
。
主
に
直
売
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

購
入
者
か
ら
の
評
判
も

良
い
そ
う
で
す
。

　「
今
後
は
ト
マ
ト
栽
培

の
規
模
を
増
や
す
だ
け

で
な
く
、
に
ん
に
く
等

の
栽
培
に
も
挑
戦
し
た

い
で
す
。
い
ず
れ
は
出

身
地
の
神
奈
川
県
で
も

ト
マ
ト
を
販
売
す
る
の

が
夢
で
す
」
と
将
来
の

展
望
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
中
津
川
市
加
子
母

で
シ
ク
ラ
メ
ン
を
栽

培
し
て
い
る
三
浦
綱

彦
さ
ん
。
冬
は
シ
ク

ラ
メ
ン
、
春
は
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
主
に
、

様
々
な
種
類
の
花
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
就
農
し
て
26
年
。

当
初
は
花
と
ト
マ
ト

を
同
時
に
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
、
20
年

前
か
ら
花
一
本
に
注

力
し
、
現
在
で
は
ハ

ウ
ス
約
37
㌃
の
中
に

赤
や
白
、
桃
色
な
ど

色
鮮
や
か
な
花
々
が

咲
い
て
い
ま
す
。

　「
食
べ
物
と
違
い
、

花
は
鑑
賞
す
る
も
の
。

見
る
人
に
綺
麗
だ
な

と
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
出
荷
時
の
花

の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
三

浦
さ
ん
。
全
て
の
工
程

に
お
い
て
「
適
期
」
に

行
う
こ
と
が
大
切
と
言

い
、
丁
寧
に
作
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　「
出
荷
前
の
葉
組
み
ひ

と
つ
に
と
っ
て
も
、
経

験
を
積
む
こ
と
で
花
の

見
栄
え
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
」
と
話
す
と
お
り
、

よ
り
綺
麗
に
見
せ
る
た

め
に
は
長
年
の
経
験
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
一
鉢
一
鉢
丁
寧
な
作

業
で
育
ま
れ
た
シ
ク
ラ

メ
ン
は
、
中
京
圏
、
関

西
圏
を
中
心
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

http://m
asudanouen.net

四季を感じる旬の食材を届けたい

　「
何
事
も
日
々
勉
強
。

楽
し
く
作
業
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
揖
斐
郡
池

田
町
の
野
網
豪
さ
ん
。

水
稲
や
小
麦
、
大
豆
、

野
菜
を
栽
培
す
る
就
農

２
年
目
の
新
規
就
農
者

で
す
。

　
以
前
は
輸
入
雑
貨
店

に
勤
務
し
、
海
外
を
旅

す
る
う
ち
に
、
自
然
に

接
す
る
仕
事
に
憧
れ
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
人
生
の
中
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
は
、

そ
ん
な
に
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
家
族
が
営

む
農
業
を
手
伝
う
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
就
農

の
き
っ
か
け
で
す
。

■揖斐郡池田町

　「
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な

い
事
だ
ら
け
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
基
礎
を
学

び
た
い
」
と
今
年
か
ら

キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

の
栽
培
も
手
掛
け
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
は
「
家

族
や
友
人
、
多
く
の
消

費
者
の
方
に
、
四
季
を

感
じ
ら
れ
る
旬
の
食
材

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
を
目
指

す
野
網
さ
ん
の
今
後
に

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

地域の温かさに感動 交流を励みに

１鉢１鉢に思いを込めて
　　　こだわりのシクラメン

■ますだ農園（中津川市加子母）

トマト30 ㌃
■農園tete（郡上市白鳥町石徹白）

松本 将太朗さん（39）、  優香さん（39）、  深澤 柔さん（32）

シクラメン、カーネーションなど 37 ㌃ 三浦 綱彦さん（66）

水稲 6 ㌶ 、 小麦 3 ㌶ 、 大豆 2 ㌶ 、 
野菜 （キャベツ ・ ブロッコリーなど） 50 ㌃ 野網  豪さん（39）

■大田ファーム(大野郡白川村)
水稲 370 ㌃、にんにく 20 ㌃、そば 16 ㌃、ブロッコリー 26 ㌃など

大田 剛之さん（48）、  妙子さん（41）
おお た たか ゆきまつ もと  しょう た ろう ゆ か ふか ざわ にゅう たえ こ

▲「新しいチャレンジを続けたい」
　と話す野網さん

▲「もっとおいしい米づくりをしたいです。
　毎年挑戦です」と話す大田さん夫妻

▲「出荷時のイメージを大切にしています」
　と三浦さん

▲左から将太朗さん、杏ちゃん、
　優香さん、深澤さん

▲出荷を待つ色とりどりのシクラメン

▲こだわりの完熟トマト

スッキリとした味わい 白川村産米の甘酒

▲

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
JR
岐
阜

駅
、
白
川
村
内
の
道
の
駅
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す

▲

生
育
中
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

の あみ ごう

農園 tete の
ホームページ

み うら つな ひこ

と元気をお届けします！地域の農業者の笑顔撮れた
て！
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今回の表紙

2022

1

　
表
紙
の
撮
影
に
お
邪
魔

す
る
と
「
今
日
の
た
め
に

ツ
ナ
ギ
を
新
調
し
た
よ
」

と
、
野
々
村
さ
ん
ご
夫
妻

は
は
じ
け
る
笑
顔
で
迎
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
は
お
絵

描
き
が
大
好
き
。
稔
侍
く

ん
は
ミ
ニ
カ
ー
に
夢
中
。

ま
り
ん
さ
ん
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
入
り
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　「
い
つ
か
は
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
剣
道
が
で
き
た

ら
い
い
な
」
と
地
域
で
剣

道
の
指
導
を
し
て
い
る
智

仁
さ
ん
は
照
れ
く
さ
そ
う

に
話
し
ま
す
。

令和4年2月28日
（当日消印有効）締

　
　
　
　切

応

　募

　方

　法

63
5 0 1 6 1 3 2

● 答え　○番

● 住所

● 氏名

● 電話番号

● 広報紙の感想

岐阜市次木３４８－１

ＮＯＳＡＩ岐阜　行

※応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送以外には使用いたしません。
　なお、当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

Q ＮＯＳＡＩプレゼントクイズ
本誌記事中で（株）えな笠置山栗園が栽培する
栗はおよそ何本と紹介されていたでしょう？

20名様

3ページを見てみようヒント
発
行
　
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合

発
行
月
　
1
月

〒
501-6132　

岐
阜
市
次
木
３
４
８
－
１

TEL　
058-270-0081（

代
表
）　

FA
X
058-270-0088

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://nosai-gifu.or.jp/

　「
お
姉
ち
ゃ
ん
は
家
に

帰
っ
て
く
る
と
甘
え
て
く

る
下
の
子
た
ち
を
抱
っ
こ

し
て
面
倒
を
見
て
く
れ
ま

す
。
三
人
と
も
仲
良
く
元

気
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

ほ
ほ
笑
む
亜
耶
さ
ん
。

　「
現
在
、
繁
殖
和
牛
５２
頭

を
飼
育
し
、
令
和
３
年
１２

月
に
新
た
に
子
牛
用
牛
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後

は
１
年
１
産
を
目
標
に
安

定
経
営
に
向
け
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
仕
事
が
落
ち
着
い
た
ら
、

ゆ
っ
く
り
家
族
旅
行
に
行

き
た
い
」
と
智
仁
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岐阜市石谷　ののむら牧場　経営規模　繁殖和牛52頭
野々村 智仁さん（30）、亜耶さん（36）夫妻とお子さんたち
まりんさん（10）、稔侍くん（3）、さくらちゃん（1）

いし がい

ねん じ

とも ひと あ　 や

1  65 本
2  650 本
3  6500 本

クイズ正解者の中から抽選で
大田ファームの

「戸ヶ野育ちの甘酒」
をプレゼント！

前列左から　智仁さん、さくらちゃん、まりんさん
後列左から　稔侍くん、亜耶さん　

下記の応募方法を参考に
締切に注意してご応募ください

ノーサイくん

たくさんの
ご応募お待ち
しております！

【口座振替のお願い】
　ＮＯＳＡＩでは現金取り扱いにかかる事故を未然に防止するため、共済掛金等の「口座振替」をすすめています。つきまし
ては、ＮＯＳＡＩ事業の適切な運営のため、「口座振替」への移行にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　手続き等につきましては、お近くのＮＯＳＡＩへご連絡ください。

3ページを見てみよう

前回の答えは、①ノーサイくんでした。たくさんのご応募ありがとうございました。


